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ハンズオン環境作成の流れ
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ハンズオンの流れ

• フェーズ1: 接続元環境を作成
Linuxを起動する環境を、CloudFormationのテンプレートで作成します

• フェーズ2: 接続先環境を作成
別のVPCを手動で作成し、Webサーバを冗長配置します
フェーズ1で作成したLinuxからWebサーバへcurlコマンドでアクセスします

• フェーズ3: 接続先環境へロードバランサーを導入
ロードバランサー(Application Load Balancer)を作成し、フェーズ2で作成した
Webサーバをロードバランサー配下に登録します

• フェーズ4: DNSでIPv6レコードを登録する
フェーズ1で作成した環境のみで利用できるプライベートホストゾーンを作成
し、独自ドメインを利用し、ロードバランサー経由でWebサーバへアクセスしま
す

• フェーズ5: NLBを配置し固定IPアドレスでWebサーバを公開
フェーズ4で作成した環境にNLBを配置します
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主催者が用意するCloudFormation
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マネージメントコンソールからSSM
接続

DNS64/NAT64の動作確認

VPC Endpoint
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フェーズ2:本ハンズオンで作成する構成 (Client + Web)
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②Webサーバを起動・複製
①ハイブリッドVPC/
サブネット作成

VPC Endpoint
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フェーズ3:本ハンズオンで作成する構成 (LB + Web)
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VPC Endpoint



プライベート-1a
2406:da14:xx:a010::/64

パブリック-1a
172.16.0.0/25
2406:da14:xx:a000::/64

パブリック-1a
10.0.0.0/28
2406:da14:xx:b000::/64

パブリック-1c
10.0.0.16/28
2406:da14:xx:b001::/64

Client VPC: (172.16.0.0/24) 2406:da14:xx:a000::/56

AZ-1a

インターネット

ユーザー

Client

フェーズ5: ALBの前段にNLBを配置
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ハンズオン
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(再掲) 事前準備

・Firefox、もしくは Google Chrome のインストール
・配られた URL、アカウント、ユーザ名、パスワードで

AWS コンソールにログインできること
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ハンズオン環境へのアクセス

https://dashboard.eventengine.run/login へアクセス

クリック

事前に共有された Event Hash を入力 (入力済みの場合はスキップ)

https://dashboard.eventengine.run/login
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ハンズオン環境へのアクセス

OTPを選択
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ハンズオン環境へのアクセス

OTP送信先を入力

クリック
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ハンズオン環境へのアクセス

メールで届いた passcode を入力 クリック
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ハンズオン環境へのアクセス

Team Dashboard へリダイレクトされたら
AWS Console をクリック
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ハンズオン環境へのアクセス

Open AWS Console をクリック
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ハンズオン環境へのアクセス

AWSコンソールが表示されたら準備OK!
ハンズオンを楽しんでいきましょう︕
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東京リージョンになっている事
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リージョンセレクター
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サービス一覧
200以上
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サービス名検索機能
略称での検索も可能
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ダッシュボード

ナビゲーションペイン
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リストでリソースを選択
すると、下に詳細が表示

リソースリスト
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Session Managerについて

本ハンズオンでは、テスト用ホストへのログイン方式として、AWS Systems 
ManagerのSession Manager(SSM)機能を利用します。
Session Managerを使用すると、インバウンドポートを開いたり、踏み台ホス
トを維持したり、SSHキーを管理したりすることなく、監査可能なインスタンス
を安全に管理できます。
本ハンズオンで作成するLinuxホストに対しては、CloudFormationテンプレー
トにより、SSMが利用できる権限をあらかじめ付与しております。
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Session Manager（SSM）について （続き）

ご注意：
ハンズオンを進める過程で、Terminalを利用しない時間が継続すると、セッショ
ンがタイムアウトする場合があります。利用再開するには、EC2ダッシュボード
からインスタンスを選択し、再接続をお願いします。
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にチェック

デフォルトで選択
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